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 WHO国際精神保健デーの交流事業は全員参加していたが、他の日は 1 日 3 コースの見学場所に
別れ、各自の希望テーマに基づき、午前、午後と毎日交流活動を行った。 
 
    
 
イタリアボローニャにおける持続可能な地域精神保健福祉システムへの挑戦 
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  AUSL di Bologna DSM（エミリア・ロマーニャ州立地域医療連合公社 ボローニャ精神保健
局） 
2）就労および日中活動サービスを運営する協同組合 
  協同組合AssCoop 
  ARCI di Bologna協同組合 
イタリアボローニャにおける持続可能な地域精神保健福祉システムへの挑戦 
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  Arcobaleno協同組合 
  Provvidone協同組合 
  ロンデｲーネデイケアセンター 
  カーザセツキオデイセンター 
3）居住施設 
  REMS（医療刑務所も二年前廃止されグループホーム） 
  アルチペラゴ居住施設 
  AITSAM 
4）地域精神医療 
  Zanolini管轄地区精神保健センター 
  SPDC（精神科診断および治療サービス） 
  他にも実際協同組合関連のホテルには医療ケア施設が設置 
5）その他 
  サイコラジオ放送局（精神障がいをもつ方が運営する放送局） 
  我々も月曜日午後1時からのイタリア全土へのラジオ放送に参加した。 
   
  イルファロ新聞編集室（精神障がいをもつ方が実際に運営する新聞編集室） 
  アルテ・エ・サルーテ劇団（精神障がいをもつ方が役者として活躍する劇団）他など。 
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 差別と偏見を軽減していくための取り組みは、沢山の学びが出来たが、簡潔にまとめると、イタ
リアの歴史や文化･芸術、また人々のスローフードやスローライフ、エコ活動等の生き方、人間関
係のあり方など根底にあるスタイルが参考になった。 
 その上で、障がい者への偏見、障がいと日常の暮らし、自然と人間生活、人格の尊重、家族の大
切さ、地域の人々との関係性等を根本に据えながらステｲグマ（差別や偏見）に取り組んでいた。 
 客観的なデーターを示し誤解や思い込みを減らして行く、たゆまない努力を持続的に続けること
であり、次々誕生する新世代にも語り継いでいく必要性が大きいと再認識できた。教育カリキュラ
ムにおいても、また映画や娯楽の中にも障がい福祉の作品を意図的に加えていく。イタリア全土の
精神保健に係る健康レベル別のケアや医療保健の需要と供給を調査し、各州の必要なNPO団体の
設置数を編み出したこと、そのNPOが網の目のように地域に分散し、障がいをもつ人々に毎週面
接している。「先週何をしたの？」「来週何をしたいの？」など等、日頃から接触を蜜に行い、当事
者の不安や行動を常に把握して一緒に楽しい時間を持つ様に努めていたこと。就労支援も、一流の
オペラ歌手、ものつくりの指導者が寄り添っている。彫刻や芸術作品を直しながら当事者の方々は
「この作業をしていると自分の壊れたこころも必ず治っていくと信じられる」と話していた。精神
科医で初期からこの変革に係ってきた医師が「イタリアは料理も美味しい、景色も素晴らしい所、
差別や偏見は人間の頭の中だけで起きてくるものだから忍耐強く取り組むしかないの！！」と言う
言葉が力強く、印象に残った。 
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